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会長挨拶

　『光陰矢の如し』平成30年も残り一か月を切りました。晴れの国岡山に未曽有の想定外？の大水害が

起こり，日本全国に自然の猛威の爪痕を遺したまま今年も暮れようとしています。歯科医師になって30

年余，その半分を組織の仕事に携わる機会をいただき，常に『何のための組織なのか？』自問自答し，

時には仲間とバトルしながら過ごして参りましたが，未だ明確な答えは出ていません。ただ多くの自己

犠牲を厭わない仲間たちの存在を確信するに至っています。

　倉敷という県内２番目の所帯で現職を拝命して早１年半，130余の会員のご理解と14名の仲間の力強

い支え，そして倉敷市内協議会の先輩諸氏のお導きにより大過なく経過出来ておりますことを誌面をお

借りして御礼申し上げます。

　ただ，７月豪雨に際し，誰の責任でもないことと理解していても，経験したことのない無力感，虚無

感に苛まれました。個人は元より組織として職能団体として，想定外を想定した準備の必要性を痛感し

ました。被災後数か月経過し，倉敷では医師会を中心に地域コミュニティーの再構築に向けた試みが始

まっています。歯科医師会としても県歯公衆衛生部を中心に被災者支援活動が継続しています。今回の

被災対応において，行政の現場での住民不在の自己主張と責任転嫁，職能団体のどうでもいいプライド

の押し売り，目を背け耳を塞ぎたい局面にも遭遇しましたが，『誰のための復興か？』というベクトル

を共有できる方々と組織として歩調を合わせ，ある程度の方向性を構築することを目途に任期を全うし

たいと思っております。地域コミュニティーを構成する職能団体が平時から連携を構築し，顔と顔の見

える関係，お互いを尊重し耳を傾けることのできる関係を築くことが想定外に遭遇しても対処できる方

途ではと愚考しております。その過程をこれからの世代と共有することで伝統の継承も可能になろうか

と・・・。

　『何のための組織か？』『誰のための組織か？』最終的には各会員がそれぞれの立場で歯科医療を通し

て自己実現するための努力を日々されているわけで，「その活動をよりスムーズにストレスなく行って

いただけるようサポートするのが組織の役目の一つかなあ・・・」とぼんやり感じております。132通りの

思い全てにお応えすることは不可能ですが，『惻隠の情』をベースに，より謙虚によりフェアに歩を進

めて参りたいと思う今日この頃です。今後ともご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。

　  『  雑 　 感  』

　　　　　  一般社団法人 倉敷歯科医師会

　　　　　　　　　　会　長　小 見 山　　信
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　10月25日㈭岡山県庁に於いて平成30年度岡山県保健衛生功労者表彰式が開催さ
れました。この表彰は多年にわたり保健衛生事業の発展のために献身的な活動を
続け，その功績が特に顕著で優秀な方々を表彰するものです。
　この度のご受賞を衷心よりお慶び申し上げますと共に今後益々のご活躍を祈念
致します。

平成30年度岡山県保健衛生功労者表彰

岡山県知事表彰
倉 敷 歯 科 医 師 会 三　上　晴　彦 先生
吉 備 歯 科 医 師 会 水　川　正　弘 先生
高 梁 歯 科 医 師 会 大　森　康　弘 先生
玉 野 市 歯 科 医 師 会 岡　本　全　允 先生
笠岡・小田歯科医師会 小見山　勇　蔵 先生
高 梁 歯 科 医 師 会 樋　口　　　満 先生
津 山 歯 科 医 師 会 植　木　信　吾 先生
津 山 歯 科 医 師 会 椋　代　龍　彦 先生
児 島 歯 科 医 師 会 松　三　洋　夫 先生
岡 山 市 歯 科 医 師 会 吉　田　𠮷　伸 先生

岡山県保健福祉部長表彰
玉 島 歯 科 医 師 会 吉　川　明　良 先生
倉 敷 歯 科 医 師 会 田　邉　省　二 先生
玉 野 市 歯 科 医 師 会 桜　井　修　司 先生
井 原 歯 科 医 師 会 鈴　木　勝　己 先生
井 原 歯 科 医 師 会 高　木　誠　三 先生
井 原 歯 科 医 師 会 三　宅　教　夫 先生
高 梁 歯 科 医 師 会 池　田　恵　子 先生
高 梁 歯 科 医 師 会 小　野　雅　俊 先生
新 見 歯 科 医 師 会 森　下　徹　也 先生
津 山 歯 科 医 師 会 鳥　取　美　男 先生
津 山 歯 科 医 師 会 平　山　智　雄 先生
真 庭 歯 科 医 師 会 藤　本　公　帥 先生

（受賞者名簿順）
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　北方領土問題が本当に動き出すのだろうか。４島

返還から２島返還に官邸が舵を切った事はまちがい

ない。安倍総理は北朝鮮との国交をはじめ，誰も果

たすことが出来なかった我が国が抱える領土問題を

含めた諸難題を自らの手で解決したいのであろう。

　しかし，プーチン大統領は，２島を引き渡すにし

ても主権がどちらか，又，どんな条件で引き渡すか

は，これからの問題と言っている。プーチン大統領

は，この返還問題を絶好のカードとして，自国の繁

栄に活かそうとしていることは必定と思える。

　寸を許して尺を失い　尺を許して寸を失ってはな

らない。

平成30年度 第57回
平成30年10月４日㈭

18：30～19：43

１．会長挨拶

　いよいよ９日㈫には事務局の移転，12日㈮には

会館内の荷物すべてが運び出されます。大変気忙

しい時期となりますが，こういう時こそしっかり

とした心構えで会務に当たってください。新会館

も長い歴史の中で培われた汗と涙の結晶であるこ

とを理事全員が心に留めて，“県歯全会員のもの”

として立派に完成させたいと思います。

２．報　　告

 各部委員会　２件　　

 本会関連の研修会・会議等　15件

 学　院　　　１件

 事務局　　　３件

 その他　　　４件

３．行事予定

 本会行事　　59件

 連盟行事　　５件　　　

 学　院　　　５件　

 国保組合　　２件

４．協　　議
〔依頼事項〕

　⑴　岡山県医療審議会（医療法人部会）の開催と

出席依頼について

 酒井会長　出席

 日　時　10月30日㈫　15：00

 場　所　岡山県医師会館

　⑵　大阪歯科大学岡山県同窓会社保講習会開催に

伴う講師派遣依頼について

 承認

 日　時　12月１日㈯　15：00

 場　所　ホテルグランヴィア岡山

 講　師　大塚　壮一郎（社会保険部検討委員）

　⑶　第６回晴れやかネット研究会への後援依頼に

ついて

会　長　酒井　昭則
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 承認

　⑷　岡山県薬剤師会薬事情報センターより平成30

年度協賛金納入依頼について

 承認
　〔検討事項〕

　⑴　平成30年度 第27回中規模県歯科医師会連合

会各県提出協議題に対する回答及び資料につ

いて

　⑵　岡山県暴力追放・銃器根絶運動推進県民大会

の開催と参加案内について

　⑶　本会入会申込みについて（10月１日入会）

 承認

 正会員　髙
たか

田
た

　健
けん

司
じ

（岡山市歯科医師会）

 12月開業予定

５．閉　　会　（黒木理事）

理事会

今日の視点（中村慶男）
　すべての理事が揃い，現会館での最後の理事会となりました。今まで長い歴史が培われた部屋で名残惜

しい雰囲気もありましたが，翌週からは事務局の移転を始めとして，大きく新会館建設に向けて拍車がか

かります。心機一転，理事全員で，通常の行事を怠ることなく一大事業に取り組む決意を確認した理事会

となりました。

平成30年度 第58回
平成30年10月11日㈭

18：24～19：34

１．会長挨拶

　会館解体に向け，別館での最初の理事会となり

ました。やや狭くなり，膝を突き合わせるような

環境となりましたが，理事同士の親近感も湧き，

活発な協議ができると期待しています。

　事務局も慌ただしく大変だと思いますが，よろ

しくお願いします。

２．報　　告

 各部委員会　３件　　

 本会関連の研修会・会議等　８件

 学　院　　　１件

 事務局　　　１件

 その他　　　２件

３．行事予定

 本会行事　　56件

 連盟行事　　11件　　　

 学　院　　　５件　

 国保組合　　２件

４．協　　議
〔依頼事項〕

　⑴　平成30年度老人保健健康増進等事業「歯科医

師・薬剤師・看護職員向け認知症対応力向上

研修の評価方法と受講後の実態に関する調査

研究事業」への協力依頼について

 学術部対応

 対象者　平成28年度・29年度に研修会を修了

　　　　した50名

　⑵　平成30年度岡山県学校保健会第３回理事会及

び表彰審査会の開催と出席依頼について

 ご案内者　出席

 日　時　11月13日㈫　14：00

 場　所　岡山市福祉文化会館　

 案　内　黒住副会長，黒木理事，柴田委員長

　⑶　道府県歯科医師会専務理事連絡協議会の開催

と出席依頼について

 大嶋専務理事　出席
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 日　時　11月14日㈬　14：00

 場　所　歯科医師会館　

　⑷　大阪歯科大学岡山県同窓会 平成30年度懇親

会の開催と臨席依頼について

 日　時　12月１日㈯　18：00

 場　所　ホテルグランヴィア岡山

　⑸　8020運動30周年記念式典及びシンポジウムの

開催と出席依頼について

 事務局対応

 日　時　12月13日㈭　14：00

 場　所　イイノホール

　⑹　平成30年度岡山県医療費適正化推進協議会の

開催と出席依頼について

 田頭理事　出席

 日　時　12月20日㈭　16：00

 場　所　メルパルク岡山

　⑺　平成30年度都道府県歯科医師会地域保健・産

業保健・介護保険担当理事連絡協議会の開催

と出席依頼について

 横見理事，黒木理事　出席

 日　時　平成31年１月30日㈬　13：00

 場　所　歯科医師会館

〔検討事項〕

　⑴　歯科保健事業功労者（第39回全国歯科保健大

会）の表彰式について

 被表彰者出席

 日　時　11月17日㈯　12：30

 場　所　宇都宮市文化会館　

 被表彰者　宮地芳之（新見），毛利行雄（岡

山市）

５．閉　　会　（田頭理事）

今日の視点（石戸 善一郎）

　当初の予定通り，本館から別館への引越も本日で概ね終了。

　よって，本日の理事会は別館会議室で記念すべき？初めての開催となった。新会館が出来上がるまでは

この会議室にお世話になるが，慣れ親しんだ理事室からは環境が一変，長机にパイプ椅子！隣の理事との

間隔が狭い！しかも約１メートル正面には酒井会長，近すぎるでしょ！

　しかし，個人的には，会議室が狭くなった事により，まさに膝を突き合わしての熱く活発な議論は思わ

ぬ収穫，この環境での会議も「あり」だ。担当している社保検討委員会も今後この会議室で開催となり，

理事会同様に適度な緊張感を持った更なる議論が期待できそうだ。

　理事としては勿論，任された部署，一開業医として，改めてすべての事に緊張感は必要だと思い直した

一日，これからも淀むことなく一生懸命に取り組みたいと思う。

平成30年度 第59回
平成30年10月18日㈭

18：16～19：29

１．会長挨拶
　朝夕と昼間の寒暖の差が激しく，体調を崩しや

すい気候になりました。80歳を過ぎてもかくしゃ

くとしている方もいらっしゃいますが，65歳過ぎ

ると何かしら体に異常がでてくることが多いよう

です。体には十分気をつけて会務に当たってくだ

さい。

２．報　　告

 各部委員会　３件　　

 本会関連の研修会・会議等　６件
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 学　院　　　１件

 国保組合　　１件

 事務局　　　３件

 その他　　　２件

３．行事予定

 本会行事　　53件

 連盟行事　　12件　　　

 学　院　　　６件　

 国保組合　　１件

４．協　　議

〔依頼事項〕

　⑴　平成30年度第１回岡山県後期高齢者医療広域

連合運営審議会の開催と臨席依頼について

 日　時　11月20日㈫　13：30

 場　所　岡山県市町村振興センター

　⑵　吉備歯科医師会より新年会の開催と臨席依頼

について　

 日　時　平成31年１月５日㈯　19：00

 場　所　お食事処　前田

　⑶　児島歯科医師会より新年会の開催と出席依頼

について

 日　時　平成31年１月19日㈯　18：00

 場　所　下電ホテル　

　⑷　日本学校歯科医会より「学校歯科医生涯研修

制度」における「基礎研修」の開催と受講者

推薦依頼について

 公衆衛生部対応

 日　時　平成31年２月７日㈭　13：00

 場　所　歯科医師会館　

　⑸　岡山大学歯学部より平成30年度（第34期生）

謝恩会の開催と出席依頼について

 酒井会長　出席

 日　時　平成31年３月25日㈪　19：00

 場　所　ホテルグランヴィア岡山

〔検討事項〕

　⑴　公益財団法人岡山県体育協会加盟競技団体交

流会の開催と出席案内について

　⑵　日本歯科医師会より女性の政策・方針決定参

画状況等に関する調査への協力依頼について

 北山理事，事務局で対応

　⑶　日本学校歯科医会より「スポーツ外傷防止教

育普及委員会」報告書への名簿記載（マウス

ガード作製に協力できる歯科医の紹介が出来

る加盟団体として）について

 了　承

 締　切　10月26日㈮

５．閉　　会　（清水理事）

今日の視点（清水裕雄）

　もう皆さんも御存知の通り，とうとう岡山県歯科医師会館の取り壊しが始まりました。事務局は学院が

あった別館に移動し，学院は下伊福西町の仮設校舎で既に講義が行われています。理事会や各委員会も

粛々と開催され，立ち止まることはありません。学術部では，これを機に広く県下に視野を広げ，地区歯

科医師会の御協力を頂きながら活動の場を拡大したいと考えております。また，岡山大学病院とも連携を

図り，相互に協力体制を整えていく研修を企画しております。会員のためになり参加しやすい学術部活動

を目指しておりますので，是非要望をお伝えください。よろしくお願いいたします。
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平成30年度 第60回
平成30年10月25日㈭

18：30～19：32

１．会長挨拶
　７月の被災から３ヶ月以上経ちましたが，真備

地区の復旧にはまだまだ時間がかかりそうです。

地区の歯科医師会と協力して地道な支援活動を続

けていきたいと思います。

　不順な天候が続いていますので，体には十分気

をつけて会務に当ってください。

２．報　　告

 各部委員会　２件　　

 本会関連の研修会・会議等　８件

 学　院　　　３件

 事務局　　　１件

 その他　　　４件

３．行事予定

 本会行事　　52件

 連盟行事　　10件　　　

 学　院　　　３件　

 国保組合　　１件

４．協　　議

〔依頼事項〕

　⑴　「第26回岡山プライマリ・ケア学会学術大会」

準備委員会の開催と出席依頼について

 公衆衛生部対応

 日　時　11月12日㈪　19：30

 場　所　岡山県医師会館

　⑵　都道府県歯科医師会事務長事務連絡会の開催

と派遣依頼について

 事務局長 出席

 日　時　12月12日㈬　15：30

 場　所　歯科医師会館

　⑶　日本歯科医師会より8020運動30周年記念式

典・シンポジウムの開催と出席依頼について

 事務局対応

 日　時　12月13日㈭　13：00

 場　所　イイノホール　

　⑷　平成30年度岡山県在宅医療推進協議会の開催

と出席依頼について

 公衆衛生部対応

 日　時　12月19日㈬　18：00

 場　所　ピュアリティまきび　

　⑸　徳島県歯科医師会より「歯科医師会会員要件等

に関するアンケート」への協力依頼について

 事務局対応

〔検討事項〕

　⑴　第６回晴れやかネット研究会の開催と参加案

内について

 案内

 日　時　11月17日㈯　15：00

 場　所　岡山県医師会館

　⑵　平成30年度「九州」「中国・四国」地区歯科

医師会役員連絡協議会会長招宴並びに二次会

参加案内について

　⑶　岡山県警察本部長より平成31年年頭視閲式の

挙行と臨席依頼について

　⑷　岡山県警察音楽隊第25回定期演奏会「ふれあ

いコンサート」の開催と参加案内について

　⑸　本会入会申込みについて

 承認

 準会員　園
その

井
い

　教
のり

裕
ひろ

（岡山市歯科医師会）　

　⑹　学院仮設校舎会議室使用申込みについて

 承認（食事は不可）

 日　時　12月２日㈰　10：00 ～ 14：00

 場　所　２階　第２講義室

 目　的　医療管理部セミナー

 主　催　岡山大学歯学部同窓会

５．閉　　会　（石戸理事）

理事会
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新
会
館

建設
工事進捗

状
況

新
会
館

建設
工事進捗

状
況

11月

　今日の視点（田頭一晃）

　10月９日㈫，10日㈬，11日㈭の３日間業務を停止して，事務局を中心とした本館から別館（本館裏の衛

生専門学院校舎）への引越作業が無事終わりました。別館会議室での理事会は本日で３回目，新しい環境

にも少しずつですが慣れてきているような気がします。

　先日，引越後の本館内を見る機会がありました。各階，閑散とした状態に変わり果て，慣れ親しんだ面

影は何も無く，ついこの前まで色々な会議等をしていたはずなのに，かなり以前の事のように感じまし

た。個人的には，まだ一委員として検討委員会に出席していた頃の諸先輩方に対しても遠慮無用で意見を

ぶつけ合い，委員会が長丁場になる事も多々あった３Ｆ第３会議室に強い思い入れがあり，本館が解体さ

れ更地になると思うと寂しさがあります。

　新会館の建設期間中，会員各位にはご不便をお掛けしますが，ご理解とご協力を頂きますようお願い申

し上げます。

▶いよいよ会館の解体工事が

始まりました。これから年末

にかけてご近所に迷惑のかか

らないように細心の注意を払

いながら壊していくことになります。最近は壊すことにも多くの神経を使い，多くの費用がか

かります。遺跡など発掘されないことを願うばかりです。
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「新会館１階 エントランス｣ デザイン募集
　この度，再来年３月完成予定の新会館１階 エントランス デザインを会員の先生方から募集いた

しますので，ご協力の程，宜しくお願い致します。

　オリジナルはもちろん，美術館やホテルなど特に印象に残ったエントランスイメージでも構い

ません。

　12月号県歯会報にイメージ画像（仮）と図面の資料を付録として入れておりますので，ご参考の

上，県歯事務局までご応募ください。

　多くの先生方のご意見とイメージを基に，最終デザインを１月末に決定する予定です。県歯会

員すべてが誇れるすばらしい会館にしたいと思いますので，多数のご応募お待ちしております。

（募集内容）	 ・デザイン画または雑誌の切り抜きや写真など
	 ・コンセプトもしくはテーマがあれば簡単に添えてください

（締　　切）	 平成31年１月15日

（応募方法）	 メールまたは郵送にて県歯事務局まで
	 〒700-0813　岡山市北区石関町4-2

	 　TEL（086）224-1255

	 　FAX（086）224-8561

	 　E-meil:okakenshi@oda8020.or.jp

県歯報告

▶各種の研修会会場として慣れ

親しんだ５階大ホールも今や無

残な姿となり、アスベストの回

収に手間取っています。建築中

の新会館の大ホールは今より収

容人数を増やすことが出来そう

です。
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平成30年度 岡山県四師会懇談会

　平成30年11月７日㈬18時30分より岡山プラザホテルにおいて，標記懇談会が開催されました。

１．開　会

２．挨　拶

　　岡山県薬剤師会　　堀部　　徹 会長

　　岡山県医師会　　　松山　正春 会長

　　岡山県歯科医師会　酒井　昭則 会長

　　岡山県看護協会　　宮田　明美 会長

３．平成30年7月豪雨災害対応報告

４．懇　談

５．閉　会

　各会の会長挨拶では，それぞれの会の現状報告や今後の取り組み等を交えて話され，岡山の医療を支

える意気込みが感じられました。

　今年は西日本各地で甚大な被害をもたらした “平成30年７月豪雨災害” が発生し，岡山県下でも真備

地区を中心に各会とも懸命な被災者救援活動を行いました。その報告が約１時間にわたり行われ，県歯

からは，黒住正三副会長による県歯及び地区歯科医

師会，歯科衛生士会の被災者支援活動，犠牲者の身

元確認作業等についての報告がありました。各々の

活動分析，今後の課題等が示され，大規模災害にお

ける今後の連携や対応について，四師会としての情

報共有が得られました。

　岡山県民の健康を守る四師会が情報共有を行い，

連携を深めることは，今後の県民の健康増進を図るためには重要で，各々のテーブルにおいても細かな

点まで交流が深まり，大きな成果が得られたと思います。来年も同じ時期に，岡山県看護協会の主催で

開催される予定です。

（理事　中村慶男）
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平成30年
10 月 18日 ㈭ ▶高齢者の歯数 「睡眠時間」に影響か
	 	 	 	 	 東北大研究チームが横断研究

  22日 ㈪ ▶唾液腺を再生
     昭和大らが マウスES細胞で

〈
略
〉

〈
略
〉
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  31日 ㈬ ▶

11 月 ５日 ㈪ ▶秋の叙勲 歯科関係49人が受章
	 	 	 	 	 旭日中綬章に山科透元日歯会長

  ７日 ㈬ ▶日歯映画 オープニング作品に
	 	 	 	 	 第16回モナコ国際映画祭で

  ８日 ㈭ ▶　　　　　　　 歯間ブラシと薬剤使用で

    　発熱する日数が減少

マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

集中治療室患者
へ の 口 腔 管 理
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１．報　　告
　⑴　９月 新入会員　なし　
　⑵　社会保険部小委員会　９月１日㈯　検討委員会終了後　清水 班
　⑶　個別指導　９月６日㈭　14：00　薬業会館　３医療機関（会員）
　　　　　　　　９月13日㈭　14：00　薬業会館　１医療機関（会員）
　　　　　　　　10月４日㈭　14：00　薬業会館　２医療機関（会員）
　⑷　平成30年度社会保険指導者研修会　９月７日㈮　11：00　日本教育会館（一ツ橋ホール）

田頭 理事，石戸 理事，支払基金：大島顧問，国保連合会：名越 歯科部会長
　⑸　新入会員社保研修会　９月８日㈯　19：00　第２会議室，第３会議室

対象８名　 出席７名　 欠席１名
　⑹　支払基金幹事会　９月10日㈪　14：00　 酒井 会長
　　　　・平成30年６月診療分
　　　　　　前年同月対比　　支払額　105.5％　　件数　104.1％
　　　　　　前 月 対 比　　支払額　115.3％　　件数　114.7％
　　　　・本人　レセプト１件当たりの平均点数
　　　　　　平成30年５月診療　　岡山県　1,276.9点　　全国平均　1,237.6点
　　　　　　平成29年５月診療　　岡山県　1,276.4点　　全国平均　1,243.6点
　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 100.04％　　全国平均　 99.5％
　　　　・家族　レセプト１件当たりの平均点数
　　　　　　平成30年５月診療　　岡山県　1,076.9点　　全国平均　1,076.7点
　　　　　　平成29年５月診療　　岡山県　1,076.1点　　全国平均　1,068.7点
　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 100.07％　　全国平均　 100.7％
　⑺　中国地方社会保険医療協議会 岡山部会

９月25日㈮　13：30　田頭 理事　新規指定医療機関　２医療機関
　⑻　社保講習会
　　　　・神奈川歯科大学同窓会　９月29日㈯　19：00　第３会議室　後藤 委員長
　⑼　国保審査委員会報告（レセプト１件当たりの平均点数）
　　　　　　平成30年５月診療　　国保　1,322.3点　　後期高齢者　1,487.0点
　　　　　　平成29年５月診療　　国保　1,309.4点　　後期高齢者　1,496.4点
　　　　　　前 年 同 月 対 比　　国保　 101.0％　　後期高齢者　 99.4％
　⑽　社保相談窓口報告
　⑾　そ　の　他

　　 第14回　社会保険部検討委員会報告
平成30年10月６日㈯ 　16：00 ～ 19：00
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２．行事予定
　⑴　社会保険部小委員会　10月６日㈯　検討委員会終了後　清水 班
　⑵　個 別 指 導　10月11日㈭　14：00　薬業会館　１医療機関（会員）
　⑶　第１回岡山県後発医薬品の安心使用のための協議会

10月17日㈬　14：00　ピュアリティまきび　石戸 理事
　⑷　審査・検討小委員会　11月10日㈯　15：00　別館会議室　
　　　　　　　　　　　　　12月８日㈯　15：00　別館会議室　
　⑸　第15回　検討委員会　11月10日㈯　16：00　別館会議室　 
　　　第16回　検討委員会　12月８日㈯　16：00　別館会議室　 
　⑹　社保講習会
　　　　・大阪歯科大学岡山県同窓会　12月１日㈯　15：00　ホテルグランヴィア岡山　大塚 検討委員

３．協　　議
　⑴　「検討委員会からのお知らせ」について
　⑵　「そこが知りたいＱ＆Ａ」について
　⑶　冊子作成について
　　　　・歯科訪問診療と介護保険　30年度版
　　　　・社会保険診療指導必携
　　　　・レセプトの取下げ請求と再審査請求
　⑷　「岡山女性歯科医の会 社保講習会」について
　⑸　そ　の　他

社会保険部

　10月６日㈯，10月なのに最高気温33度という真夏日の中，現会館での最後の社会保険部検討委

員会がありました。理事の先生方もいつもと違って感慨深そうでした。平成18年に最初の検討委

員会が開催されてから12年という年月が経過しています。その間に岡山県の１窓口当たりの稼働

点数は，全国22位だったのが７位まで上がりました。これも検討委員の先輩方が「会員益のため」

と頑張ってきた成果だと思います。11月からは別館会議室での検討委員会，完成後は新会館での

検討委員会とこれからも続いていきます。

（玉島歯科医師会　検討委員　岡田良司）

～検討委員の独り言～
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「歯科医師のための認知症対応力向上研修会」開催について
（岡山県委託事業）

　平素より学術部活動について，ご理解ご協力を賜り感謝申し上げます。

　歯科医師が認知症の人への支援体制構築の担い手となることを目的とする標記研修会を実施します。

認知症本人とその家族を支えるために必要な基礎知識や，医療と介護の連携の重要性等を修得するこ

と，認知症の疑いのある人に早期に気づき，かかりつけ医等と連携して対応すること，その後も状況に

応じた歯科治療・口腔管理を適切に行うことを目的としています。御多忙とは存じますが，万障お繰り

合わせの上ご参加くださいますようお願い申し上げます。

記

日　時：平成31年１月19日㈯　19：00～21：00

会　場：倉敷歯科医師会館　３階　講堂

演　題：「歯科医院における認知症の早期発見とその対応Ⅲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―それって認知症？―」

内　容：１．基礎知識

　　　　２．かかりつけ歯科医の役割

　　　　３．連携・制度

講　師：中島　誠 先生（岡山市認知症疾患医療センター・センター長）

　　　　清水裕雄 理事（岡山県歯科医師会学術担当）

※歯科医師の方は当日，岡山県が発行する修了証をお渡ししますので，事前申し込みが

　必要です。12月号同封の申込用紙にてFAXでお申し込みください。

◆ 研修終了者は岡山県ホームページ等の広報媒体で公開されます。

◆ 日歯生涯研修ＩＣカードをご持参ください。
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第４回「いい歯の日」県民公開講座開催報告

＊日　時：平成30年11月11日㈰　13：00

＊場　所：岡山大学鹿田キャンパス マスカットキューブ３階

＊主　催：岡山県歯科医師会・岡山大学歯学部・岡山県

　岡山マラソンで交通規制が行われたこの日，標記公開講座が開催され，展示と講演会の２本立てで行

われました。講演会に先行して展示は13時から始まり，歯科衛生士会と岡山大学歯科衛生士室による

「在宅での口腔ケア」「在宅口腔ケアグッズの紹介」と，本会による「歯科往診サポートセンターの紹介」

では往診機器の展示などが行われました。

　黒木理事の司会進行のもと，14時から岡山県歯科医師会 酒井昭則会長と岡山大学歯学部長 浅海淳一

先生の挨拶により講演会は始まりました。

【講演要旨】

　　「よくかんで，きれいなお口で延ばそう健康寿命」
　　（講師）　岡山大学	大学院医歯薬学総合研究科	　予防歯科分野准教授　江國	大輔	先生

　健康寿命とは，元気で介護されていない期間の

ことであり，岡山県の平均寿命は男女とも上位だ

が，健康寿命は短いとのことで，フレイルは健康

寿命を短くすると話されました。フレイルは予防

や回復が可能な状態であり，その約75％が回復し

うるとのことでした。

　オーラルフレイルの予防としては

・お口に関心を持つ！　ヘルスリテラシーの確立
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・むし歯を予防する！　フッ化物の利用と間食は０回（食事中のデザートへ）

・歯周病を予防する！　歯科医院でのメインテナンスとストレス，タバコの煙，糖尿病などの排除

・口の機能を保つ！　　発音，咀嚼，飲み込み等の機能訓練とうるおいを

　などが必要であることを例を挙げて説明され，かかりつけ歯科医での定期的な受診がフレイルを予防

する基本であると話されました。

　また，口の中が痛くなって歯科医院に行く時代ではなく，健康寿命を延ばすために歯科医院に行く時

代になっていることを強調されました。

　最後に先生は，歯科医院に行けない人は在宅歯科医療で定期的に診てもらうことが可能であり，歯科

往診サポートセンターをご利用くださいと結ばれました。

健康寿命を延ばすための７つのヒント！とは，

１．人生を楽しみましょう（笑顔）！

２．周囲の人とよく話しましょう！

３．外に出てボランティア活動をしましょう！

４．歯周病とむし歯を予防しましょう！

５．口の機能を最大限に発揮しましょう！

６．バランスの良い食事をとりましょう！

７．定期的に運動しましょう！　　　とのことです。

　参加者からの質疑への応答があり，岡山大学病院副病院長 宮脇卓也先生の閉会の辞により講演会は

終了しました。

　健康寿命とフレイルの相関，フレイルは可逆的であること，フレイルの予防と対策等など，漠然とし

ていた知識が繋がったような気がします。多くの参加者がありましたが，タイムリーなテーマであり，

もっとより多くの人に聴いてもらえることができればと思いました。

（理事　横見由貴夫）

公衆衛生部
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第19回中国地域歯科医療管理学会 総会・学術大会

　サン・ピーチOKAYAMAにて標記学会の役員会が10月27日㈯に，総会・学術大会が28日㈰に開催さ

れました。本大会は「地域の中でかかりつけ歯科医のできること，なすべきこと」がテーマとして掲げ

られており，超高齢社会が進行する中で私たち歯科医師が地域包括ケアについて考え，また安全・安心・

信頼の歯科医療を行う上で多くの学びを得られる学術大会でした。特別講演として岡山大学スペシャル

ニーズ歯科センターの村田尚道先生による「口腔機能低下を防ぎ，いつまでも美味しく食べるには～摂

食嚥下障害の気付き～」と題したご講演があり，私たち開業歯科医が，いち早く口腔機能低下から繋が

る摂食嚥下障害に気付くことで，全身の機能低下の予防になること，またどのような点に注意が必要か

についてご教示いただきました。午後の一般口演では中国地域の５県より各２題，計10題の発表があ

り，各県歯科医師会のこれまで

の取り組みや統計調査の結果報

告，また歯科衛生士不足に関す

る対策や統計データ等の発表が

あり，歯科医院を運営・経営し

ていく上で大変有意義な情報が

得られました。その他にも感染症患者への医科専門医受診勧奨の取り組みや多職種連携の取り組みな

ど，かかりつけ歯科医としての広い守備範囲の必要性と可能性について，多くのヒントが得られる発表

も続きました。言うまでもなく医療管理の範囲は多岐にわたり，経理・税務・雇用・医療安全・種々の

トラブル等，多くの事柄に対応していかなければならないだけに，本学会に参加することで治療技術の

一分野の学びとはまた違った多くの気付きと，有意義な情報を得られる充実した二日間でした。来年に

は第20回の節目を迎える中国地域歯科医療管理学会ですが，普段自身が気付いていない部分や興味を持

って調べてこなかった情報などについて中国５県のマスメリットの活かされた知識を学びに，また足を

運んでみたいと思います。

（副委員長　本多浩三）
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平成30年度　スタッフレベルアップ研修会
　10月28日㈰サンピーチ岡山にてスタッフレベルアップ研修

会が中国地域歯科医療管理学会学術大会との併催で開催され，

120名の会員・スタッフに参加していただきました。岡山県歯

科医師会 酒井昭則会長の挨拶に続き，岡山大学病院スペシャ

ルニーズ歯科センター助教村田尚道先生の講演となりました。

村田先生は平成13年岡山大学歯学部を卒業され，平成17年昭

和大学大学院を修了後，平成21年岡山大学病院特殊歯科総合

治療部の助教になられ，平成22年同病院スペシャルニーズ歯

科センター助教に就任されています。

講演内容
　「口腔機能低下を防ぎ，いつまでも美味しく食べるには」の

演題で高齢者の摂食嚥下障害をどのように改善，予防したら

良いのか講演して頂きました。今までは滑舌低下や食べこぼ

し，噛めない食品の増加など「年だからしょうがない」と本人

が諦めることが多く，家族や医療従事者からも見過ごされて

いました。

　しかし，口腔機能低下（オーラルフレイル）の状態が進行することで全身機能も低下し，最終的には

要介護状態へと繋がります。摂食嚥下障害の原因の多くは，脳卒中後遺症や認知症で，その原因が重複

し，オーラルフレイルが加わることによって，障害は重度化し，治療（対応）も難しくなります。

　歯科医院を訪れる自立した元気な患者さんには口腔衛生指導を行い，う蝕・歯周病の治療や補綴治療

により咀嚼機能を維持することで要介護状態や摂食嚥下障害の予防をすることが大切です。口腔不潔・

乾燥や咀嚼機能，咬合力の低下や口唇・舌の機能低下，嚥下機能低下などから低栄養やサルコペニア（筋

力減少）やオーラルフレイル（口腔機能低下）の重度化が起こります。

　講演ではＶＥやＶＦの映像を使って，喉頭蓋

の閉鎖が上手に動かないために誤嚥をすること

を丁寧に説明していただきました。遅くなった

嚥下運動（喉頭蓋の閉鎖）に間に合うように食

物にトロミをつけたり，餡かけで粘度を増した

り，義歯を装着して食べ物がまとまりやすくし

て，誤嚥を防止する。また頭部を前傾させて食

事をする事も誤嚥防止に役立つなど，摂食嚥下

障害の対応策を教えて頂きました。

（久本昌弘）

医療管理部



ー 20 ー

J. ODA  vol.863     ’18-12医療管理部

開催予告

平成30年度 歯科医療安全研修会
平成30年度歯科医療安全研修会を下記の通り開催します。　

詳細は会報１月号でお知らせします。

　日　時　　平成31年２月17日（日）　10：30 ～ 12：30

　場　所　　岡山市民会館大ホール

　講　師　　島崎　豊 先生
　　　　　　（NPO法人 日本・アジア口腔保健支援機構　理事）

　演　題　　「歯科における感染対策とマニュアルについて」

　対　象　　会員・従業員・歯科医療関係者

☆☆☆　西日本豪雨災害復興支援　☆☆☆
チャリティーパーティーのお知らせ

西日本豪雨災害におきまして被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。

まだまだ復興はこれから！支え合う心を忘れず，末永いご支援を！！

日　時　　平成31年３月３日（日）　12：00〜
場　所　　岡山プラザホテル　

対　象　　会員・家族・従業員・従業員家族

会　費　　大人（中学生以上）3,000円　	小学生1,000円　	小学生未満無料

当日はクラウンアキオのパフォーマンスショー，ラーメン屋台にゲームあり！！
皆様のご参加をお待ちしています。
※詳細は１月号にてお知らせ致します

文化事業部会
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　今年もウインタースポーツの季節がやってまいりました。ファミリースキー，スノーボードツアー

を，下記の要領で開催いたします。

　行き帰りは貸し切りバスでゲームを楽しみながら，また大山では，終日スキー，ボード，雪遊びをご

満喫下さい。

記

日　時　　　　　平成31年２月３日㈰

日　程　行き　　６：40　岡山高等歯科衛生専門学院仮設校舎（岡山市北区下伊福西町１番４号）集合

　　　　　　　　７：00　出発

　　　　　　　　９：40　だいせんホワイトリゾート到着

　　　　帰り　　16：00　だいせんホワイトリゾート出発

　　　　　　　　18：40　岡山高等衛生専門学院仮設校舎到着

場　所　　　　　だいせんホワイトリゾート

　　　　　　　　ＴＥＬ  ０８５９︲５２︲２３1５

参加費　　　　　会員・家族・従業員 3,000円（小学生以下1,000円）

　　　　　　　　＊食事，リフト代等は含まれていませんので各自ご負担下さい。

　　　　　　　　　　　　　（診療報酬より引き去りさせて頂きます）

締切り　　　　　平成31年１月15日㈫

　　＊県歯科医師会館新築工事に伴い，集合および出発場所を，岡山高等歯科衛生専門学院

　　　仮設校舎に変更しています。

　　　また，県北からご参加の方は途中停車をいたしますので下記までお問い合わせ下さい。

　　　詳細は後日，参加者にお知らせします。

お問い合わせは　担当・髙木　宏太（TEL/FAX ０８６－２３８－８８４１）まで

平成30年度 レクリエーション大会のご案内
（豪雨災害・震災復興支援チャリティー大会）

厚生部　文化事業部会
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日　時　　平成31年１月20日㈰

　　　　　10：00 集合　　10：30 開始

場　所　　フェアレーン

　　　　　岡山市北区清心町16-31　　　　　　

　　　　　TEL  0 8 6︲2 5 1︲1 1 1 1

参加費　　会員・家族・従業員　　3,000円

　　　　　　※参加費は診療報酬より引き去りさせて頂きます

締　切　　平成31年１月15日㈫

　　　　　ＦＡＸシートにてお申し込み下さい

ボウリング大会ボウリング大会

ファミリースキー・スノーボードファミリースキー・スノーボード

厚生部　文化事業部会

平成30年度 レクリエーション大会のご案内
（豪雨災害・震災復興支援チャリティー大会）

日　時：平成30年10月21日㈰

場　所：東児が丘マリンヒルズゴルフクラブ

参加人数：27名

　今年度の県歯ゴルフコンペは，「2018チャリティーゴルフ大会（災害復興支援）」として開催されました。

場所は玉野市にある風光明媚で有名な名門「東児が丘マリンヒルズゴルフクラブ」でした。当日は朝か

ら快晴無風の絶好のゴルフ日和で，北山理事の開会の挨拶も爽やかに，和気藹々とスタートしました。

丁度この日はクラブ選手権の競技の日であったため，競技者優先の追い越しにより進行が遅くなってし

まい参加者の皆様にはご迷惑をおかけしました。また，競技仕様の為，ピン位置も難しいところにあっ

たように思います。ティーアップの位置もレギュラーの予定でしたが，当クラブメンバーの近藤先生の

ご配慮により，バックティーから打たせていただきました。難しいセッティングに私なぞ大変苦労して

おりましたが，先生方はやはり百戦錬磨で，好スコアを出しておられました。もう一人のメンバーでい

らっしゃる松三先生の「78」（勿論ベスグロです）には大変ビックリしました。元々実力者なので驚く

のは失礼ですが。

平成30年度 レクリエーション大会のご報告
（豪雨災害・震災復興支援チャリティー大会）

テ　ニ　ステ　ニ　ス

ゴ　ル　フゴ　ル　フ

健康体操・ヨガ健康体操・ヨガ
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　先生方好スコアを出しておられましたが，優勝は石川先生でした。ネットを見ると一人60台のぶっち

ぎりです。然しながらこの条件で80台で回られたのは，運だけでなく実力での優勝でもあります。

　コンペパーティーで，「皆様お一人お一人がお声がけしていただいて参加者を誘っていただけると，

もっと盛大な会になります。ご協力をお願いします」との貞森先生のご挨拶で締めくくりとなりました。

　最後になりましたが，参加された先生方から義捐金として24,000円いただきました。この場をお借り

して御礼申し上げます。

　ニアピン　No.３　石戸，飯田 No.７　藤田，三宅

　　　　　　No.12　貞森，妹尾 No.17　平（和），飯田

　ドラコン　No.５　皆木，平（滋） No.15　石戸，飯田

　ベスグロ　松三（78）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上村勝人）

順位 氏名 OUT IN GROSS HDCP NET
優勝 石川　拓志 45 44 89 19.2 69.8
２ 常光　広人 44 43 87 14.4 72.6
３ 武政　栄作 45 48 93 20.4 72.6
４ 石戸　善一郎 44 42 86 13.2 72.8
５ 大島　廣昭 48 48 96 22.8 73.2
６ 平田　基弘 52 42 94 20.4 73.6
７ 飯田　敬造 42 39 81 7.2 73.8
８ 藤田　哲二 43 43 86 12.0 74.0
９ 寺尾　晃一 43 49 92 18.0 74.0
10 梶原　一真 44 41 85 10.8 74.2
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日本法歯科医学会第12回学術大会
　平成30年10月20日㈯，千葉市ホテルミラマーレにおいて
日本法歯科医学会第12回学術大会が開催されました。大森
基夫大会長（千葉県歯）の開会挨拶に続き，８題の一般講
演後，評議委員会，総会を挟み午後より特別講演，展示（ポ
スター）発表，教育講演と盛りだくさんの内容でした。紙
面の都合もあり，特に興味深かったものをご報告させてい
ただきます。

特別講演
　「風に立つライオン」になりたくて～国際医療救援活動への挑戦～

成田赤十字病院　国際診療科部長　浅香　朋美
　2011年４月から半年間，ウガンダ共和国北部で行った医療活動について語られました。周囲100kmに
医師のいる病院はなく，病院以外は電気も水道も通っておらず，人々は土と茅葺でできた小屋に住み，

「Witch Doctor」と呼ばれる「祈祷師」や「魔術師」たちの医術がまだまだ行われている，そんな地域
の唯一の病院の唯一の外科医として先生は任務につかれました。日本ではまず診ないような巨大腫瘍を
抱えた患者，何日もかけて病院へ運ばれてきた腸捻転や腸穿孔の患者，「Witch Doctor」の施術により
重症化したと思われる膿瘍の患者などあまりにも衝撃的なスライドの連続でした。「分かり合えたこと
も分かり合えなかったことも，救えた命も救えなかった命も，苦しみも悲しみも喜びも，全ての経験と
思いを生かしていくことが義務だと受け止め，これからも日々の診療に力を注いでいく」と締めくくら
れた言葉が，同じ医療人として心に響きました。

教育講演
　法医画像診断：ＰＭＣＴ，ＰＭＭＲによる解剖支援，死因究明，身元特定

東京大学大学院医学系研究科　法医学准教授　槇野　陽介
　法医画像診断は，生体鑑定（特に虐待）および解剖，身元特定の補助として単純Ｘ線写真が利用され
てきましたが，90年代から死後ＣＴ利用が発展してきました。千葉大学，東京大学ではこれまで累計
4,000件程度で解剖前ＣＴ検査を行い，解剖結果と比較対比してきているそうです。最近では解剖中造
影ＣＴ検査や，死後ＭＲＩ検査も実験的に行われています。中四国地区では，鳥取・島根・愛媛大学が
取り入れていますが，購入費と年間数百万円の維持費，撮影，読影に携わる人材確保など課題も多いそ
うです。

一般講演
　感染症を伴う法医解剖における歯科検査のリスク

　近年，結核感染したご遺体の解剖の際，携わった法医学者や大学職員ならびに警察署員らが結核に集
団感染した事例が発生し，感染症を伴う法医解剖のリスクが改めて浮き彫りになっているそうです。千
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葉大学法医学教室が調査した３年間の法医解剖総数は916件（身元不明遺体は247体で焼死事例が最も多
い）。このうちHBs抗原陽性８件，HCV抗体陽性45件，TP抗体陽性７件，HTLV-１抗体陽性４件，警察
の事前情報による結核療養中１件です。本調査の結果，B型肝炎，C型肝炎，梅毒，成人T細胞白血病の
検査陽性の事例を多数認めました。結核に関しては空気感染するため，N95マスクを装着するなど感染
防御対策が必須です。

展示（ポスター）発表
　携帯型歯科用Ｘ線撮影装置の口外撮影法への適応Ⅳ	－CMOSセンサーによる受光－

明海大学歯学部　附属病院放射線科　山田　英彦
　訪問診療用口内Ｘ線撮影装置を用いて，拡大投影法および斜位撮影法による口外撮影法を報告してき
ましたが，今回，受光系にCMOSセンサーを用い，後頭前頭方向投影法（P-A），頭部側方向投影法

（Lateral）及びCieszynskiの第３斜位による下顎骨撮影を試みました。被写体のＸ線管側部位の拡大率
は，Lateralで2.1倍，P-Aで2.4倍です。Lateralにおいて，管球側の臼歯部は撮影側画像に大きくぼかされ
て描出されますが，ほぼ等倍に撮影される撮影側大臼歯の形状把握は可能であると思われます。下顎臼
歯部以外に，上顎臼歯部歯冠部まで高鮮明度の画像を得ることが出来ました。

　最後に次年度は，11月３日㈰広島県での開催が報告され全日程を終了しました。
（警察歯科医会理事　水川正弘）

岡山県警察歯科医会

「平成30年度岡山県警察歯科医会研修会」開催のご案内
　平素より警察歯科医会の活動にご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　本年度の標記研修会の講師には，1985年に起きた日航ジャンボ機墜落事故でご尊父を亡くされ

たことをきっかけとして，警察歯科医としてご活躍の河原 忍先生をお迎えし，ご講演をいただ

く予定です。

　万障お繰り合わせの上ご出席賜りますようご案内を申し上げます。

記

＊日　時：平成31年２月９日㈯　14：00 ～ 16：30

＊場　所：さん太ホール（山陽新聞社本社ビル）岡山市北区柳町２－１－１

＊演　題：「警察歯科医としての経験を通して」（仮題）

＊講　師：兵庫県警察歯科医会監事　河原　忍 先生

　詳細は，来月号に同封予定のプログラムをご参照ください。

　当日は，日歯生涯研修事業ICカードをご持参ください。
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　岡山市歯科医師会

　岡山市歯科医師会では，歯内療法専門医である澤田則宏先生をお招きして下記の通り学術臨床放談会

を開催いたしますので，ご案内申し上げます。歯の保存の術をいろいろな角度からお話ししていただき

ます。保険診療を行う上でデンタルＸ線写真の重要性など専門医からの提言は日常臨床を見直すきっか

けになると思います。また，最新の治療材料についてもコメントしてくださいます。

　お忙しいとは思いますが，万障お繰り合わせの上，多数の先生方並びにスタッフの皆様のご参加をお

願いいたします。

記

日　　時：平成31年２月３日㈰　10時～ 13時

場　　所：岡山県医師会館４Ｆ　401会議室

　　　  　（岡山市北区駅元町19－2　ＡＮＡクラウンプラザホテル岡山北側）

演　　題：「歯を保存するスペシャリストからの提言」

講　　師：澤田則宏 先生（東京都開業）

		講演抄録文

　歯を保存するスペシャリストと言われている歯内療法専門医として開業し，すでに16年が経っていま

す。大学在職中の歯内療法を専門として治療をしていた14年間も数えると実に30年という月日が経った

ことになります。さて，そのスペシャリストはどうやって治療しているのでしょうか？

　今回は我々歯内療法専門医が行っている歯を保存するための治療について，症例を交えながら解説し

ていきたいと考えています。以下の内容についてお話致します。講演終了時に以下の質問に先生方から

答えがでるような臨床に直結する内容をお届けします。

　１．CBCTは歯内療法に必要か？

　２．マイクロスコープがなくても成功率は上がるか？

　３．歯根破折の歯をどうやって残すのか？

　４．外科的歯内療法って治るのか？

　５．どんどんでてくる新たな材料，どれがいいのか？

第214回学術臨床放談会のご案内
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　倉敷・児島・玉島・都窪・吉備歯科医師会

倉敷市内５地区歯科医師会合同セミナー
「平成30年度介護保険セミナー」開催のご案内

　この度，倉敷市内歯科医師会協議会主催にて介護保険セミナーを下記の通り開催する運びとなりまし

た。奮ってご参加ください。

記

日　時：平成31年１月20日㈰　10：00 （ 9：30 開場予定）

場　所：くらしき健康福祉プラザ５階大ホール

　　　　（倉敷市保健所隣接：〒710 － 0834　岡山県倉敷市笹沖180）

講　師：松尾　浩一郎 先生（藤田医科大学医学部　歯科・口腔外科学講座 教授）

演　題：「“食べる” が繋がる多職種連携オーラルマネジメント」

会　費：無料（無料駐車場有）

主　催：倉敷市内歯科医師会協議会

　　　　（一社）倉敷歯科医師会・（一社）児島歯科医師会・（一社）玉島歯科医師会

　　　　（一社）都窪歯科医師会・（一社）吉備歯科医師会

後　援：倉敷市・（一社）岡山県歯科医師会・（一社）倉敷市連合医師会

　　　　（一社）岡山県衛生士会・（公社）岡山県看護協会・（公社）岡山県栄養士会

問合せ先（一社）倉敷歯科医師会（TEL ０８６－４２２－２１２２）

日歯生涯研修カードをご持参ください。

地区歯科医師会だより
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　倉敷歯科医師会

　第６回目となる「障がい者歯科診療トレーニング・セミナー」講演会を今年度は下記の日程で開催い

たします。昨年度は，日本大学松戸歯学部の伊藤政之先生をお招きして，発達障がいの歯科診療を行う

上での基本的な考え方についてお話いただきましたが，今回はそれをふまえた上での応用編を伊藤先生

にお願いしています。もちろん，前回の講演を聴講されていない方でも理解できる内容で予定しており

ます。また当会会員による「障がい者歯科における歯科衛生センターと開業医との連携」についての講

演も予定しています。ご参加よろしくお願いいたします。

講演Ⅰ：「（仮）開業医での障がい者歯科診療への取り組み　Part２」

　講師：伊藤　政之（日本大学松戸歯学部　障害者歯科学講座　専任講師）

講演Ⅱ：「（仮）障がい者歯科における倉敷歯科衛生センターと開業医との連携」

　講師：上村　勝人（倉敷歯科医師会会員　日本障害者歯科学会認定医）

日　時：平成31年１月27日㈰　９時00分～ 12時30分

場　所：倉敷歯科医師会館3階

参加費：無　料

問合せ先：倉敷歯科医師会　TEL　086︲422︲2122

（モニター　森　慎吾）

平成30年度 障がい者歯科診療トレーニング・セミナー
講演会のご案内

地区歯科医師会だより
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　児島歯科医師会

お口の健康フェア2018  歯ッピータウン in 児島

地区歯科医師会だより

　児島地区歯科医師会では，11月11日㈰に天満

屋ハピータウン児島店にて，ブランチプロジェ

クト「お口の健康フェア2018歯ッピータウン 

in 児島」を開催しました。毎年の恒例行事な

のですが，昨年度は会場となる商業施設の改装

工事のため，やむなく中止しました。今回は，

広くきれいになった会場で２年ぶり13回目の開

催です。

　開催当日は清々しい秋晴れの行楽日和，さら

に岡山マラソンの開催と重なっていたにもかか

わらず，ご家族連れや中高年の方々を中心におよそ400名の地域住民の皆様のご来場がありました。今

回のブースは「フッ素塗布」「唾液検査」「口腔乾燥症検査」「口臭検査」「バルーンアート」「家族の絆

プロジェクト」「お口の健診と相談」などの他，岡山県歯科衛生士会の方々による「健口アンチエイジ

ング」「家族で楽しむパネルシアター」，児島地区愛育委員会の方々による「検診を受けよう！肺がん」，

児島地区栄養改善協議会の方々による「バランスの良いお弁当づくり」「食育・豆はこび」と盛りだく

さんで，各ブースとも例年どおりの盛況ぶりでした。特にフッ素塗布のコーナーは行列ができるほどの

人気です。最近の傾向として，ご家族全員で健診や各種検査のブースを来訪される方が増え，検査結果

に一喜一憂されている場面が多く見られました。ピーク時には「会場が狭い！」と思えるほどの混雑ぶ

りで，このイベントによって，来場者の方々の口腔衛生に対する意識が高まってきていることを実感で

きました。続けていくことの大切さも改めて思い知らされました。各ブースを廻ってスタンプを集める

と電動歯ブラシなどの豪華な景品がもらえる福引きコーナーも好評で，歓声とベルの音でにぎやかに盛

り上がっていました。

　来場者の方々には，イベントを楽しみながら歯

科・口腔領域の健康について関心を持っていただ

ける良い機会になったと思います。バルーンアー

トやカラフルな風船をおみやげに，うれしそうに

会場をあとにする子供たちの姿がとても印象的で

した。会員にとっても児島歯科医師会の団結力を

再確認できた有意義な一日だったと思います。休

日返上で頑張っていただいた会員および関係者の

皆様，お疲れさまでした。

（モニター　滝下幸夫）
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　玉島歯科医師会

「第12回　たましま歯と口の健康フェア」
　平成30年11月11日㈰ に「第12回　たま

しま歯と口の健康フェア」を，昨年同様

「玉島ふるさとふれあい物産展」に合わ

せ，玉島市民交流センターにて開催しま

した。

　当日は開場当初は肌寒い感じがあり心

配しましたが，天候も良く，気温もぐん

ぐん上がり会場にも多くの方が来場さ

れ，今年度は過去最高の来場者数を数え

ました。

　当日来場者は，

　　虫歯・歯周病検診…274名

　　口腔癌検診………… 43名　（結果）白板症　７名　　扁平苔癬　１名　　頬粘膜腫瘍　１名

　　口臭測定…………… 58名

　　絆プロジェクト…… 12名

という結果になりました。

　今年は倉敷の豪雨災害や台風・地震等の影響があって，絆プロジェクトに関して協力して下さる方が

増えた事と，口臭測定のみを希望された方が増えた事が印象的でした。

　その他にも，たくさんの方が毎年恒例となっている近隣の幼稚園・こども園の園児達が書いた虫歯予

防の絵画を見に来られ，今回初めて行った輪投げイベントにも大勢の子供たちが参加し，景品をたくさ

ん貰って笑顔一杯で会場を後にしました。

（モニター　柴田　豊文）

地区歯科医師会だより
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　吉備歯科医師会

　平成30年10月21日㈰，天満屋ハ

ピータウン・リブ総社店において

恒例の「吉備路お口の健康まつり」

が開催されました。例年通りの

「お口の健康相談」，「虫歯のでき

やすさチェック（RDテスト）」，

岡山県歯科技工士会吉備支部ご協

力による「ボクとワタシの指かた

つくり（指印象）」，「きみのお口

に虫歯菌はいるかな？（位相差顕

微鏡）」，「スーパーボールすくい」，

「歯医者さんになってみよう！森の歯科医師体験コーナー」，「家族の絆プロジェクト」の各コーナーを

設けさせていただきました。森の歯科医師体験コーナーは人工歯の表面に薄くワセリンを塗布してから

シッカロールパウダーを振りかけて歯石状にし，それをスプーンエキスカで除去してもらうという久門

田美香先生の新しいアイデアで登場した新企画です。会場周辺には子供たちが“いい歯の日（11月８日）”

にちなんで描いてくれたポスターも掲示されて雰囲気を盛り上げてくれました。また今回も岡山県薬剤

師会吉備支部との共催により，隣接したブースで「薬と健康の週間」と題してこども調剤体験，各種測

定と健康アドバイス（血管年齢測定，骨健康測定），お薬よろ

ず相談，薬物乱用防止活動が行われました。

　当日は総社地区の秋祭りと日程が重なりましたが，好天の

下，天満屋開店と同時に子供連れ中心に多くの来場者に恵ま

れて，とても活気のある健康まつりとなりました。今回は村

木利彦先生の発案で総社高校，総社南高校のボランティアの

女子学生10名も参加していただき，とても賑やかで元気で明

るい健康まつりとなりました。毎年来場してくださるいわゆる「サポーター」の数も次第に増えてきて

おり，我々の活動が市民にもようやく根付いてきた感じで大変喜ばしく思いました。とくに今回は先の

西日本豪雨の影響からか，市民の「家族の絆プロジェクト」への関心度の高さが目を引きました。会員

もほぼ全員参加で，手際よく各ブース内で来場者への歯科に関する啓発活動に汗を流しました。なお当

日の来場者数は約400名，家族の絆プロジェクトには新たに32名登録していただきました。また毎年近

隣の歯科医師会からお忙しい中を視察にお越しいただいている先生方には，この場をお借りして厚く御

礼申し上げます。

（モニター　亀山達弘）

第13回「吉備路お口の健康まつり」

地区歯科医師会だより
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　赤磐歯科医師会

　平成30年９月27日㈭14時から赤磐市立中央公民館にて，講師の竹林先生ならびに県歯学術部救急蘇

生班の先生方のご協力により，赤磐歯科医師会救急蘇生講習会が開催され，12名の歯科医師会員と６名

のスタッフが受講しました。

　スライドによる講義，インストラクターによるデモンストレーションの後，グループごとに分かれて

マネキンを用いた胸骨圧迫，気道異物除去およびAEDの使用方法について実習しました。

　外来環によりAEDの普及率も高まり，安全・安心な医療提供が点数化されましたが，毎日の診療や

災害，日常生活で，一次救命処置（BLS）を知っていれば生命の危機的状況に陥った人を救え，社会復

帰に導ける可能性が高くなる事を学びました。お陰さまで，緊急時に円滑に対応する準備が出来たと思

います。最近の歯科衛生士さんは学院で最新のBLSとAEDの実習をされており，患者の異常を早期発

見対処でき，院長や患者さんにとっても有り難い存在と感じました。角南会長の「救急な事態はなるべ

く無い方が良いが，備えは大切です」との講師の先生へのお礼の挨拶で閉会となりました。

（レポート：坂本宏充　　学術：佐々木 真一　　広報編集：髙宮　努）

「平成30年度 赤磐歯科医師会救急講習会を開催」
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　高梁歯科医師会

　平成30年10月13日㈯高梁総合文化会館

で行われた『高梁市健康福祉のつどい』に

参加しました。このイベントは高梁市と社

会福祉法人高梁市社会福祉協議会の主催で

毎年行われてきましたが，今年は７月の西

日本豪雨災害で高梁市も大きな被害を受け

いろいろなイベントが中止になるなか開催

が危ぶまれていました。しかし，復興をめ

ざし「がんばろう高梁！支えあいでみんな

元気に！地域を元気に！」をメインテーマ

に無事開催されました。高梁市歯科医師会もブランチプロジェクトの一環として毎年参加しています

が，今回も “家族の絆プロジェクト” を行いました。比較的地震や台風，豪雨などの自然災害を受ける

ことない当地でもこのような甚大な災害を受け防災などに関心が高まるなか，この絆プロジェクトはこ

れまで以上の注目を集めることになりました。関心の高さからか絶え間なく登録希望者が集まり，予定

していた100名はイベント半ばでクリアーしました。検診待ちの間，家族の絆のＤＶＤやボランティア

活動のパネルを見られる方もおり，このプロジェクトの趣旨を伝える機会にもなりました。また口腔衛

生に関するパネルの展示をおこなったり，歯ブラシ，洗口剤などの歯科用品の配布および歯科相談を行

い，口腔ケアへの関心の向上や歯科の悩みの緩和の一助となるよう取り組みました。歯科検診と「歯の

記録」登録者にはご当地グルメが当たるガラポン抽選会を行ったのですが，地元の特産の備中和牛のロ

ーストビーフやシャインマスカットが当たると周りからも多くの注目を集めていました。

　最後になりましたが，被災された皆様にお見舞い申し上げますとともに早期の復興をお祈りいたします。

（モニター　武並康史）

『ブランチプロジェクト』

地区歯科医師会だより

　高梁歯科医師会は，10月20，21日に大阪へ懇親旅行に行ってきました。今回はシルク・ドゥ・ソレイユ

の “キュリオス” 観劇，大阪市立美術館で開催されているルーブル美術館展鑑賞，あべのハルカスでの

展望と昼食を楽しみました。参加者14名はバスで出発し，お酒を片手に歓談しつつ大阪中之島のシルク・

ドゥ・ソレイユ特設会場へ。シルク・ドゥ・ソレイユはカナダ発祥のエンターテイメント集団でサーカス，

曲芸を独創的な舞台や衣装，音楽を融合させてストーリー仕立てのパフォーマンスを見せてくれます。

　ここでプチ自慢が入りますが，私はこれまでシルク・ドゥ・ソレイユの公演をラスベガスで３回，日

本で１回鑑賞しているにもかかわらず今回の公演も大変楽しみにしていました。ラスベガスでは常設会

『 懇　親　旅　行 』
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場で舞台装置の規模も仕掛けもハンパなく壮大で幻想的な空間を体感できます。日本で見られるツアー

ショーは，会場的に制限されているにもかかわらず，他では味わえない舞台演出，独特の衣装と音楽，

人間離れしたパフォーマンスなど魅了されるシーンがいっぱいです。シルク・ドゥ・ソレイユのショー

はストーリーやコンセプトを知って観たほうが楽しめると思いますので，これから観劇を予定されてい

る方は公式サイト（http://www.kurios.jp/index.html）で予習されて行かれることをお勧めします。

　公演後は，ヒルトンホテル内の中華を頂きながら懇親を深めました。ふかひれとアワビづくしの贅沢

なコースだったのですが，あるテーブルからはアワビばかりで顎が疲れたとの声も・・・普段はもっと

高級なアワビを召し上がっておられるのか，はたまた今話題のオーラルフレイルか？盛り上がった宴会

後は，それぞれ高梁では味わえない賑やかな街へ出かけられました。

　翌朝はルーブル美術館展へ。『肖

像芸術―人は人をどう表現してき

たか』と題してルーブル美術館所

蔵の古代エジプト・ギリシア時代

から近代までの肖像美術に焦点を

あて絵画，彫刻，装飾品など約110

点が鑑賞できます。芸術に疎い私

でさえ見覚えのある（知っている

とは言えません）のヴェロネーゼ

の “女性の肖像（美しきナーニ）”

やアルチンボルドの四季シリーズ

から “春” と “秋” をはじめ日本ではなかなか見ることのできない貴重な作品群だそうです。ただ芸術

的な彫刻像を見ながら「大理石でなぜ布のような柔らかな質感が出せるのだろうか」と数十年前に苦し

んだ歯型彫刻を思い出している自分がいたのも事実です。なおこのルーブル展は来年の１月14日まで開

催されるということなので行かれてみてはいかがでしょうか。さらに展覧会を楽しむためにオフィシャ

ルサポーターの高橋一生さんによる音声ガイドもお勧めだそうです。

　芸術の後は食欲です。秋の陽気のなか天王寺公園で行われている催しを見ながら徒歩で高さ300メー

トルの日本一の超高層ビル “あべのハルカス” へ移動です。この日は天気も良かったため57階にある大

阪マリオット都ホテルのレストランＺＫでの昼食は最高の眺めをバックにお酒がすすみました。昼食後

はさらに上階の60階にある展望階へ。標高430ｍの臥牛山山頂にある天空の山城 “備中松山城” からみ

る高梁市街も趣があってお勧めなのですが，大阪平野を一望できるというのは圧巻です。富国日本を感

じることのできる眺めでした。展望台の屋上に出てビルのまわりを命綱１本で歩いて回る『エッジ・ザ・

ハルカス』なるものがありましたが，さすがに挑戦する先生はいませんでした。帰りの時間を遅らせて

もらい，お土産を買ったり新世界の街を散策したのち帰路につきました。普段味わえない感動があり心

豊かにさせてくれる旅で，日々の仕事の疲れをリフレッシュできました。旅の企画・お世話をしてくだ

さった難波先生に感謝するとともに，今回参加できなかった先生方も次回一緒に懇親できることを楽し

みにしています。 （モニター　武並康史）

地区歯科医師会だより
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　和気歯科医師会

　和気歯科医師会は，過去の和気郡行政区で活動

しております。

　現在は市町合併により，北の和気町と南の備前

市とのお付き合いをしている状態です。

　備前市は「おぎゃっと」から「こども応援フェ

スタ」に代わり，「市民ふれあい福祉まつり」との

併催で10回を迎えています。

　和気町では昨年より「和気町健康福祉フェア」

として開催され，今回は２回目となります。

　それぞれに実行委員会があり，開催までにかなりの回数で実行委

員会議が開かれます。和気歯科医師会も和気町には和気町在住の会

員，備前市は備前市在住の会員に協力をお願いしております。

　備前市「こども応援フェスタ」と「ふれあい福祉まつり」では歯

科に特化して『お口の健康　世代を超えて！』をスローガンに市の

保健課，子育て支援課，栄養委員会，愛育委員会のみなさんと協力

して楽しみながら充実した事業となっています。

　和気町「健康福祉フェア」はまだ２回目なので，少々手探り的な感は否めませんが，会場はWAKE 

DOMEの一角で会議室での開催になっていますので医師会，薬剤師会との協力で「医療体験」ブース

として三師会の良い協力の場面となっています。

　どちらの事業も，岡山県衛生士会からの出務を依頼しておりますが，DHさんの能力には脱帽です。老

若男女問わず心から健康のためにいかに歯科が大切かを話してもらって，理解して頂けていたようです。

　災害に悩まされた今年でしたが，「和気町健康福祉フェア」「備前市こども応援フェスタ」の開催日は

両日ともに好天に恵まれ多くの方に楽しんでいただけました。どちらのブースにも200名以上の方がお

いでになりました。

　最後になりましたが，物資その他でご協力を頂きました日本歯科医師会と岡山県歯科医師会にお礼を

申し上げます。

10/14和気町健康福祉フェア

　https://youtu.be/9lkqUGyDCvU
（モニター　岸本　真）

２大ブランチプロジェクト

地区歯科医師会だより

11/10備前市こども応援フェスタ・市民ふれあい福祉まつり

　https://youtu.be/Nmdl3ywgymk
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がんばってます！女性歯科医

こ ん
に ち は

「岡山女性歯科医の会に携わって」

　平成24年の当会発足に関わって６年が経ちました。

　私は平成20年１月の歯科医師会入会で，それまで家庭に重きを置いた生活をおくっていたので，女性

歯科医の会といってもどんなことをすればよいのか，恥ずかしながらほとんどわからず，ドサクサに紛

れての理事就任でした。会議のやり方も知らず，発会式の準備会も気づくと22時を回ることもたびたび

でした。担当の県歯執行部の先生，発会式のスライド作成をしてくださった岸本 真先生もよく付き合

ってくださったと，いまさらながら感謝いたしております。

　一方で「女が遊び半分でそんな会を始めてどれだけ続けられる」的な意見も耳にし，悔しい思いもい

たしました。

　しかし，矢吹会長を中心に理事９人で手を携え，方向性を模索しつつ，女性会員の方との出会いとご

協力，支持してくださる男性陣の応援を得て，なんとか軌道に乗りつつあると感じています。今までの

研修では多くの講師の方々からさまざまな教えを伝授していただきましたが，最近は，「乳がん」「漢方」

「リンパケア」など自らが健康で長く仕事を続けられるための研修が多くなっています。また，社会保

険部の講師陣が女性会員のために指南してくださる「女性のための社保講習会」も人気企画です。

　女性の会員は30代から90代まで，バリバリに歯科診療に猛進している方，家庭に重きを置いている

方，家庭と仕事半々の方，仕事からは引退しつつ余暇を楽しんでいる方とさまざまです。すべての方が

満足するのは難しくはありますが，自分たちも楽しみつつ，参加してみたいと少しでも思っていただけ

るような事業を遂行していきたいと思います。また，マクロ的に女性会員が抱える問題を広く吸い上

げ，解決の足がかりとなる模索も必要かも知れません。

　そして，二年に一度の恒例となった他県の女性歯科医の会との役員交流があるのですが，広島，山

口，愛媛，高知の会の方たちはなかなかのツワモノでバイタリティー溢れる方々です。それに比べると

私たち岡山の女性はまだまだ大人しく，もっとのびのび活動してもよいのかなと触発されることもしば

しばです。

　女性会員の方々，｢岡山女性歯科医の会｣が主催する行事にぜひ多くのご参加をいただき，会を良くし

ていくためのご意見ご感想などいただけますようお願い申し上げます。

（岡山女性歯科医の会　専務理事　木村里栄）
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「 旅　行 」
都窪歯科医師会　佐藤　公麿

　開業してあっという間に１年が経ち，開業とともに産まれた息子が，先日１歳になりました。月日が

経つのは本当に早く，毎日楽しく仕事ができているのは，歯科医師会の先生方をはじめ，多くの周りの

方々や家族の支えがあってのことだと，日々痛感しています。この場をおかりして感謝申し上げます。

　さて，開業前は，時間的にも余裕があったため，妻と共に趣味の旅行を色々と楽しむことができまし

た。中でも特に思い出深かったのは，オーロラ観測に出かけたカナダのイエローナイフです。バナナで

釘が打てる極寒の中で，オーロラが出現するまで，何もない山中の静寂の中で，夜通しじっと何時間も

空を見上げていましたが，運悪く滞在していた数日間は天候に恵まれず，なかなかオーロラが観えませ

ん。うつらうつらしていると，『Woo!!』という叫び声が聞こえ，ハッと空を見上げると，もわっとささ

やかで極めてうっすらとしたオーロラが一瞬だけ観えた！ような気がしました。後で，オーロラビレッ

ジでオーロラレベル確認すると，レベル３でした。個人的にはテレビで紹介されるような，レベル５の

【オーロラ爆発！】という現象を観たかったので，やや残念な結果となりましたが，一応オーロラを生

で観ることができ，良い経験となりました。

　開業してからは，勤務医時代のようにはなかなか旅行に

行けておらず，最近になって，やっと家族旅行に出かける

余裕ができてきました。１歳になったばかりの息子を連れ

ての旅行のため，あまり遠出はできていませんが，広島県

の宮島に行ったり，京都の水族館に行ったり，玉野市の渋

川海岸からおもちゃ王国に行ったりと，休みがあればプチ

旅行を楽しんでいます。

　私は仕事を始めると視野が狭くなり，どうしても世界が狭くなりがちになります。世の中には私にと

ってまだまだ未知の景色や文化，食べ物や人に溢れています。観て，触れて，感じて，味わい尽くさな

いと勿体無いものがたくさんあるなぁ‥‥と感じています。将来は，家族で世界一周旅行に行きたいな

ぁと夢を抱きつつ，徐々に旅行の範囲を，そして，世界を広げていきたいと思います。

次回は 森本雄太 先生（岡山市歯科医師会）をご紹介します。
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第38回　戴　帽　式

 

　９月18日㈯，県歯会館５階大ホールにて第38回戴帽式が挙行されました。「戴帽の儀」は２年生（第

60期生）56名が，藤井学院長より一人ひとりハイジニストキャップを戴き蝋燭に火を灯し，厳かな雰囲

気で行われ，学生全員が「歯科衛生士の誓い」を唱和しました。藤井学院長より「歯科衛生士は専門職

として歯科衛生士しかできない特権を持つ以上は厳しい倫理観を持ち，専門的知識そして技術を日々研

鑽しなければならない大きな義務がある。臨床実習にあたり，温かい思いやりの心を持ち，院内のチー

ムワークを大切にすること，また，本学院の学生として誇りと気概に加え，『礼にはじまり，礼におわ

る』という様式美と情緒，豊かな思いやりの心を合わせると人は品格が出てくる。この品格と本学院の

誇りをもって臨床実習に臨み，新しい出会いとともに将来立派な歯科衛生士になれるよう一層大きく成

長することを切に願っている」との訓辞がありました。最後に学生代表より「臨床実習を通して技術を

身に付け知識を深めると同時に，自覚と責任感をもって人間性も向上させるよう努力をし，何事にも積

極的に取り組みます」と誓いの言葉があり閉式しました。

　２年生は１年半の間に学んだ講義や基礎実習をもとに，10月より翌年の11月まで臨床実習医院，岡山

大学病院での見学実習，小学校・幼稚園での衛生教育実習，保健所実習，養護老人ホームにおける口腔

ケア実習等，900時間にもおよぶ様々な実習を通じて知識と技術そして社会性を習得し，医療人として

社会に奉仕できる素晴らしい歯科衛生士になれるよう精進することでしょう。

（学年担当講師　藤澤達郎）
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平成30年度臨床実習医院講師連絡協議会開催
　９月７日㈮，２年生（第60期生）56名の臨床実習開始を前にして，実習生を受け入れていただく52歯

科医療機関の先生方に岡山県歯科医師会館５階大ホールにお集まりいただき，連絡協議会が開催されま

した。

　本協議会は，臨床実習に臨むにあたり臨床実習医院と学院が緊密な意思疎通を図り，10月より始まる

実習を円滑に，また実り多きものとすることを目的に開催されています。冒頭，藤井学院長より「50教

科以上をクリアーしてきた学生に，基礎的なことから少しずつ教えてやって欲しい。学生は従業員の予

備軍ではありません。学生の良いところを見て，できることから実習させて育てていただきたい」との

挨拶がありました。

　そして，学院カリキュラム，臨床実習（実習要項・実習項目そして実習評価・実習レポートへのコメ

ントのお願い等），後期日程，学生加入保険そして学生アルバイト等の説明があり，最後に質疑応答が

行われ閉会いたしました。

　臨床実習に臨む学生には，先生方の想いに応え，多岐にわたる実習を頑張ってもらいたいと願うばか

りです。

（教務担当講師　藤澤達郎）

学院だより

岡山県立岡山南支援学校における実習報告
　10月25日㈭，59期生（３年生）は岡山

県立岡山南支援学校において，口腔衛生

教育実習を行いました。本実習は，支援

学校の学習活動に参加することにより，

知的障害のある生徒の日常生活行動を理

解し，発育段階及び障害のレベルに応じ

たコミュニケーションの取り方と支援を

学び，口腔保健管理を実施する基礎的能

力を養うことを目的としています。

　実習に先立ち事前にクラス担任の先生より実習内容について指導案を見ていただきました。

　午前の実習では，高等部２年生の実習と小学部の授業参観の２グループに分かれました。高等部では

音楽に合わせてお口の体操後，プロジェクターを使い口腔内の環境の比較や，プラークの為害作用，そ

して歯周病と全身疾患とのかかわりについて説明しました。染め出し液を使ったブラッシング指導で

は，真っ赤に染まった歯をきれいに磨けた生徒達は，先生や学生から褒められ満面の笑みを浮かべてい

ました。

　午後は中等部で講話とブラッシング指導を行いました。まず，お口の体操で生徒の緊張をほぐした
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後，生徒に好まれるドラえもんやクレヨンしんちゃ

ん等の人気キャラクターを主人公にペープサートや

紙芝居で生徒の関心を引き，お口のクイズを取り入

れながらカリエスや歯肉炎について講話をすすめま

した。そして，ブラッシング指導を受けていた生徒

達は，染め出し液で染まった歯を学生と一緒にピカ

ピカになるまで熱心に磨き，最後に手作りのメダル

をかけてもらい大変喜んでいました。また，担任の

先生からは生徒達が長時間じっと授業を受けていた

ので，本当に素晴らしいと評価して頂きました。

　今回の実習で生徒たちの生活行動を理解し，コミュニケーションの取り方や支援の方法を学ぶことが

でき大変充実したものになりました。卒業後，歯科衛生士として学んだことを生かし障害者の歯科治療

に取り組んでくれることを期待しています。

（教務担当講師　後藤剛緒）

学院だより

お　願　い
61期生 臨床実習医院の公募について

　61期生（１年生）の臨床実習を2019年10月より開始いたします。臨床実習医院として臨床実習指導・

学生指導をお引き受け頂ける歯科医療機関を募集致します。

　つきましては，ご協力いただける会員におかれましては，お手数ですが平成31年１月11日㈮までに本

学院へご連絡下さい。

　なお，応募されるに際して下記の臨床実習医院基準をご参照下さい。

　＜臨床実習医院の基準＞
　　①指導力の豊かな歯科医師（経験４年以上）及び常勤歯科衛生士が必ず在籍していること。

　　②必要な設備と器械器具が具備要件を満たしていること。

　　③可能な限り2名の実習生の受入れが可能であること。

　　④学生の実習医院への交通が著しく困難でないこと。

　　⑤実習指導に関して学院との間で，十分に意思統一が図られる歯科医療機関であること。

　　※ 学生の居住地等の関係でお願いできない場合もありますので，予めご了承下さい。

　＜公募に関する連絡先＞
　　　　岡山高等歯科衛生専門学院

　　　　　　　　〒700-0054　岡山市北区下伊福西町1-4

　　　　　　　　TEL（086）230︲7440　　FAX（086）230︲7441　（担当：古林，奥山）
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10月末日現在　正会員数1,017名

◎新入会員
　園

その

井
い

　教
のり

裕
ひろ

　準会員　岡山市　Ｐ63

　〒704－8194　岡山市東区金岡東町１丁目１－70

　TEL（086）943－2211　FAX（086）943－2212

　社会医療法人盛全会　岡山西大寺病院

◎住所の変更

　医療生協児島歯科診療所　特別会員　児島　Ｐ64
　　［新］（診） 〒711－0912
  倉敷市児島小川町3682－７

（Ｐ＝会員名簿のページ）

１．本　会
 　　⑴ 診療報酬割会費（社保，国保９月診療の窓口分を含む総診療費の　　 を控除）
　　⑵ 共済事業部会新共済費（後期）　　　　　15,000円

２．全国歯科医師国保組合
　　⑴ 収入割，均等割保険料調定額
　　⑵ 収入割保険料（平成29年支払いの窓口分を含む総診療費の　　×　　）

３．日本歯科医師会
　　⑴ 年金保険料（１月分）
　　⑵ 福祉共済保険料（１月分）

2.8
1000

6.5
1000

1
12

12月の収納金

日曜・祝日の開館予定日 ○ 開館予定　× 閉館予定

お知らせ

※行事等の都合により変更となる場合もあります。　※詳細については事務局にお問合せ下さい。

	1日（祝・火）～3日㈭	 6日㈰	 13日㈰	 14日（祝・月）	 20日㈰	 27日㈰	 	
	 ×	 ×	 ×	 ×	 ×	 ×	
	

	 2日㈰	 9日㈰	 16日㈰	 23日（祝・日）	 24日（月・振替）	29日㈰～31日㈫	
	 ×	 ×	 ×	 ×	 ×	 ×	12 月

１月
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10月　会の動き

１日 編集委員会（集稿）

２日 社保研修会

３日 学院仮設校舎内覧・説明会

４日 甲玉堂と面会

 クラブンと面会

 理事会

 「日歯会長予備選挙」選挙人抽選会

６日 社保　審査・検討小委員会

 社会保険部検討委員会

 日本老年歯科医学会岡山支部第７回役員会

８日 在宅医療推進フォーラム打合せ会

９日 社保研修会

 学術部正・副委員長会

 蜂谷工業と打合せ

 事務局　別館へ引越し（～ 11日）

11日 理事会

 編集委員会（初校）

 第１回学校保健推進協議会

12日 事務局　保管物引越し

13日 はぐくみ岡山おぎゃっと21（津山）

 岡山県難聴者協会バザー（～ 14日）

15日 公衆衛生部正副委員長会

 蜂谷工業と打合せ

17日 第１回岡山県後発医薬品の安心使用のため

の協議会

 医療管理部会

18日 理事会

 編集委員会（二校）

 日本補綴歯科学会　皆木教授と面会

 国保組合　平成30年度国民健康保険関係功

労者労働大臣表彰式

20日 はぐくみ岡山おぎゃっと21（倉敷）

 日本法歯科医学会

 本会学院　推薦入試Ｂ

21日 厚生部文化事業部会レクリエーション「ゴ

ルフ」

23日 学術部　正・副委員長会

 本会学院　推薦入試Ｂ合否判定委員会

24日 平成30年度広島国税局管内税務指導者協議

会

 中国地方社会保険医療協議会岡山部会

 岡山国際交流センター出向（表彰式打合せ）

25日 理事会

 編集委員会（終校）

 岡山県歯科保健優良校等審査会

 平成30年度全国学校保健・安全研究会

（～ 26日　鹿児島）

 平成30年度岡山県保健衛生功労者表彰式

 クラブンと面会

 本会学院　岡山県立岡山南支援学校実習

26日 本会学院　推薦入試Ｂ合否発表

27日 第51回十三大市歯科医師会役員連絡協議会

 平成30年度中国地域歯科医療管理学会第２

回役員会・懇親会

 国保組合　平成30年度第１回全国歯科医師

国民健康保険組合連合会通常総会

28日 平成30年度中国地域歯科医療管理学会総会・

学術大会

 スタッフレベルアップ研修会（中国地域歯

科医療管理学会学術大会併催）

 岡大解剖実習見学　沢教授講義（学術）

30日 岡山県医療審議会（医療法人部会）

31日 「生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり推

進事業」研究発表会
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12月・１月　本会の予定

12月１日　大阪歯科大学岡山県同窓会社保講習
会・懇親会

　　３日　編集委員会（集稿）
　　５日　岡山市歯科医師会忘年会
　　６日　理事会
　　　　　平成30年度第１回岡山産業保健総合支

援センター運営協議会
　　　　　第82回全国学校歯科保健研究大会
 （～７日　沖縄）
　　　　　警察歯科医会研修会会場「さん太ホー

ル」下見
　　７日　編集委員会（初校）
　　８日　平成30年度「九州」「中国・四国」地

区歯科医師会役員連絡協議会（高松）
　　　　　日歯　災害歯科保健医療体制研修会
　　10日　岡山大学歯学部教授会忘年会
　　12日　日歯　都道府県歯科医師会事務長事務

連絡会
　　13日　日歯　8020運動30周年記念式典及びシ

ンポジウム
　　　　　理事会
　　　　　編集委員会（二校）
　　15日　岡山県歯科保健優良校等表彰式
　　　　　本会・関連団体役員合同懇談会
　　　　　学院　一般入試Ａ日程
　　18日　学院　一般入試Ａ日程合否判定委員会
　　19日　平成30年度岡山県在宅医療推進協議会
　　　　　医療管理部正・副委員長会

　　20日　平成30年度岡山県医療費適正化推進協
議会

　　　　　理事会
　　　　　編集委員会（終校）
　　21日　学院　一般入試Ａ日程合否発表
　　27日　理事会

１月４日　編集委員会（集稿）
　　５日　吉備歯科医師会新年会
　　10日　理事会
　　　　　編集委員会（初校）
　　16日　医療管理部　正・副委員長会
　　17日　理事会
　　　　　編集委員会（二校）
　　19日　児島歯科医師会新年会
　　　　　玉野市歯科医師会新年会
　　20日　文化事業部会「ボウリング大会」
　　24日　理事会
　　　　　編集委員会（終校）
　　26日　平成30年度中国・四国地区歯科医師会

連合会会長・日歯代議員合同会議
　　30日　平成30年度都道府県歯科医師会地域保

健・産業保健・介護保険担当理事連
絡協議会

　　31日　理事会
　　　　　岡山県地域包括ケアシステム学会平成

30年度第３回理事会

12月５日　岡山市　忘年会
　　　　　和　気　ブランチプロジェクト「備前

市・片上地区愛育委員研修会」
（13：30）

　　６日　岡山市　三役会　
　　　　　津　山　定例会
　　　　　玉　島　学術講演会
　　７日　児　島　理事会

12月・１月　地区歯科医師会の予定
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　　優勝しました！！
皓明　　　11月４日に行われた，第38回全日本歯科医師テニス大会にて，優勝することができました。

　直前に帯状疱疹になり全く練習できなかったり，左手をケガしたり，当日も自他共に認める調子

の悪さで大変足を引っ張りましたが，ペアの近藤祐輔先生（近藤信太郎先生のご子息）のおかげで

なんとか勝つことができました。

　実は近藤祐輔先生とは，学生の頃に地元のテニススクールで一緒に練習していた仲です。同じ師

匠の元で，罰ゲームのランニングを一緒にしていたのが懐かしいです。

　今回はなんとか優勝できましたが，大村先生，武内先生ペアは同大会を何度も制覇されています。

偉大な先輩方の優勝回数に少しでも近づけるよう，また精進していこうと思います。

緑
川

　　11日　新　見　理事会，忘年会
　　12日　津　山　理事会，忘年会
　　　　　玉野市　理事会
　　　　　瀬戸内市　例会
　　　　　和　気　理事会（20：00　和気町公民

館会議室（予定））
　　14日　岡山市　理事会
　　15日　都　窪　忘年会
　　20日　笠岡・小田　医師会・歯科医師会合同

研修会
　　　　　勝　英　定例会（18：30）
　　21日　岡山市　理事会
　　22日　都　窪　忘年会
　　　　　吉　備　定時理事会，忘年会
　　25日　倉　敷　三役会
　　28日　倉　敷　理事会

１月５日　吉　備　新年会
　　７日　岡山市　三役会
　　８日　新　見　理事会
　　９日　玉野市　理事会

　　　　　和　気　ブランチプロジェクト「地域
保健従事者研修会」（13：30）

　　10日　津　山　定例会，新年互礼会
　　11日　岡山市　理事会
　　　　　児　島　理事会
　　　　　都　窪　理事会
　　19日　児　島　新年会
　　　　　玉野市　臨時総会，新年会
　　　　　瀬戸内市　　新年会
　　　　　笠岡・小田　臨時総会，新年会
　　20日　倉　敷　介護保険セミナー
　　21日　倉　敷　三役会
　　25日　岡山市　理事会
　　　　　倉　敷　理事会
　　26日　倉　敷　麻雀大会
　　27日　倉　敷　障がい者歯科診療トレーニン

グセミナー講演会
　　30日　津　山　理事会
　　31日　岡山市　三役会
　　　　　倉　敷　障がい者歯科診療トレーニン

グセミナー実習
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